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１．はじめに 

著者らは、道路を軸とした位置参照方式である「道

路の区間ID方式（以下、「ID方式」という。）」を

用いた情報提供サービスの高度化や新たなサービス

創出に取り組んでいる1)。 

一方、道路管理者の情報提供の具体例として阪神

高速に着目すると、これまでも交通安全に資する各

種情報を広告やWebページなどの媒体を通じて提供

している。しかし、道路利用者への時宜を得た情報

提供の実現が検討課題となっている。 

本稿は、阪神高速の保有する安全、安心、快適な

運転支援に係わる知見（以下、「コンテンツ」とい

う。）をID方式を用いて道路利用者に配信するため、

国総研、日本デジタル道路地図協会、阪神高速の3

者が発起者となり参加者の公募を経て結成した官民

連携体制の「Project Z NAVI de HANSHIN!2)」の取

組みを報告する。 

２．Project Z NAVI de HANSHIN! の取組み 

本取組みは、3ヶ年計画としており、平成24年度は

第1ステップとして阪神高速の保有するコンテンツ

をID方式で提供し、次年度以降は大縮尺道路地図を

組み合わせたより高度な提供方法を検討する。 

第1ステップの構成を図1に示す。阪神高速の保有

する3種類のコンテンツ（交通事故多発地点、分合流

部の注意喚起および工事予定）の位置の表現をID方

式に変換して民間各社へ配信する。民間各社は、受

理したコンテンツをID方式対応の地図を用いて道路

利用者に提供する。 

３．情報提供サービスのイメージ 

民間各社は、コンテンツを道路利用者に提供する

ため、図2に示すような事前確認を目的としたWebサ

イトと道路利用者の属性（昼夜別、性別など）に応

じてリアルタイムに情報を提供するスマートフォン

向けのアプリケーションの2種類を開発した。本アプ

リケーションにより、阪神高速の保有するコンテン

ツの道路利用者への時宜に応じた提供が期待できる。 

４．おわりに 

本稿を執筆している2013年1月初旬は、システムの

現地試験中であり、今後試験を重ねて実験を開始す

る予定である。本取組みは、ID方式を用いた初の情

報提供サービスである。今後も成功事例を増やすた

めに鋭意推進していく予定である。 

【参考】 

1) 有賀清隆ほか：官民連携による道路の区間ID方式を用

いた都市高速道路における安全運転支援の情報提供サー
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図１ 情報提供サービスの構成
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図２ 情報提供サービスの提供イメージ 
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１．はじめに 

本共同研究は、次世代の協調ITSについてアーキテ

クチャ、システム及び国内外普及展開の検討を行う

ものであり、高速道路会社２社、携帯電話会社１社、

電機メーカー８社、自動車会社３社の計１４社と国

総研で構成しており、平成24年9月から平成25年10

月末までが共同研究の第一段階の期間である。 

本稿では、当共同研究の取組内容を報告する。 

 

２．ITSサービスの現状 

ITSサービスには、ITSスポットなどの道路インフ

ラとのカーナビゲーションとの通信（路車間通信）

による情報提供サービスや、ASVなど車同士の通信

（車車間通信）によるサービスがあり、現状ではそ

れぞれが独立したシステムとして構築されている。 

協調ITSは、路車間通信、車車間通信について通信

方式やデータ形式などの整合を図り、両システムが

連携、補完することで様々なITSサービスアプリケー

ションを実現するものである。(図) 

欧米では、政府の強力な支援のもと、協調ITSに関

する国際標準化が急速に進んでおり、ITSの国際展開

においても協調ITSシステムの開発は重要である。  

 

３．対象サービスの選定 

 対象サービスについて、共同研究者間で意見調整

を行い、196サービスを選定した。これらは安全運転

の支援、交通流の円滑化、環境の改善、快適性の向

上、緊急時対応、行政支援活動、経済支援活動の７

分野に分類される。次に各サービスについて、「高

度道路交通システムに係わるシステムアーキテクチ

ャ（平成11年11月警察省、通商産業省、運輸省、郵

政省、建設省）にて用いられた「サービス詳細定義

シート」を参照して詳細定義を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図． 協調ＩＴＳのイメージ 

また、各サービスにおいて利用者とシステムの間で

交換される情報の関係を整理した物理モデルとサ 

ービスに必要となる「機能」及びそれが扱う情報の

関係を整理した論理モデルの検討を行った。 

 

４．今後の研究の進め方について  

平成25年10月までに、重点的に検討するサービス

の選定を行いシステム構成の検討を行うとともに、

国内普及展開のロードマップを作成する。 

平成25年11月以降からは試作機の仕様作成、開発、

及び実証実験と技術仕様・技術基準の作成を検討す

る予定である。 
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